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文学と青春の思い出

内科学第三　教授　　林　　　秀　晴

　“ひくまの”に原稿を依頼されて断ろうとしたら、“筒井図書館長の指名ですから、図書館に関する思い

出でも書いて下さい”と電話を切られた。そして、高校時代の事が脳裏に蘇ってきた。

　当時、期末試験が終わると無性に小説が読みたくなり、試験終了日には閑散とした図書館で数冊の本を

借りるのが習慣になっていた。高校入学時から気になっていた同学年の娘も必ずいて、本棚の隙間から彼

女を“視る”のがむしろ目的になった。シャイだった私は、終に彼女とは一度も声を交わせず、私の暗い

高校生活は終わった。

　その頃読んでいたのは殆どが小説、といっても純文学（注：現在では定義が曖昧になっているが）で

あった。中村光夫の“日本の近代小説”と“日本の現代小説”（岩波新書）を基本文献として、今では古

典と呼ばれる小説を順番に読んでいった。日本文学全集（どこの出版社か忘れた）が中心であったが、当

時現代作家として注目されていた大江健三郎の“われらの時代”は衝撃的で、隠れて読んだのを思い出す。

その全集の中でこの本が特にボロボロになっていたのは、当時の多くの高校生が現実世界より小説の中で

“性”の問題に入っていったのではないか。“芽むしり仔撃ち”や“万延元年のフットボール”がお気に入

りだったが、以後の作品には共感を持てず、ノーベル賞を受賞した時にも何の感慨も沸かなかった。しか

し、その頃殆どの大学生が読んだ“ヒロシマノート”（岩波新書）はもう絶版になったのだろうかと、8月
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6日に思った。

　日本の作家で特に好きなのは国木田独歩で、“武蔵野” や“忘れえぬ人々”は30年後に読み返しても傑

作と思った。小説以外では、受験生時代に読まされたが、結局何を言いたいのかが解らない小林秀雄より、

亀井勝一郎のエッセイ集を読んだりしていた。その後、彼の“大和古寺風物詩”や和辻哲郎の“古寺巡礼”

を読みながら奈良を散策する楽しみを知ったのもこの頃の影響です。

　大学の教養部時代は時間を持て余していて、友人と下らない話をしているか麻雀をする以外は、下宿の

部屋でレコード（注：私はモダンジャズの愛好家です）を聞くか、文庫本を読む以外に何かをした記憶が

ない。大学生になると外国文学を読む機会が増え、ドストエフスキーに完全にはまってしまった。彼の小

説を全部読んで、矢張り高校時代に憧れていた文学部に行けば良かったと、医学部に入ったことを後悔し

た。

　小説としての完成度では“カラマーゾフの兄弟”に負けるとしても、“悪霊”の凄さに衝撃を受け、“ス

タヴォローギン”（注：この小説の陰の主人公）の悪魔的な人物像に身が震える思いをした。この小説に

刺激を受けて、埴谷雄高が生涯をかけて“死霊”（注：何度もトライしたが挫折して読了できず）を書き

続け、高橋和巳（注：当時の大学生は必ず読んでいた）が“日本の悪霊”を書いたのも納得。その他、感

動したのはカミュの“ペスト”で、サルトル・カミュの論争が論理的にはサルトルの勝ちでも、カミュの

方に心情的に組するとか、実存主義の本質は何かなどと、文学好きの友人と議論した。

　一部で読まれていたコリンウィルソンの“アウトサイダー”は、博覧強記だが深みはないと言った私は、

イギリス文学派の友人に“露西亜文学かぶれの林にはイギリス文学もイギリス文化も解らない”と揶揄さ

れ、また文学部の女子学生と仲良くなれるかもしれないとの友人の誘惑に負けて、コリンウィルソンの音

楽論を読む文学部学生のための英語の授業に二人で参加した。しかし、女子学生の友人は出来ず、英語も

内容も難解で単位を取るのに大変な思いをした。

　当時の大学は自由で、社会に役立つなんてことは学問にも教養にも関係ないといった風潮が支配的でし

た。当時、マルクスやエンゲルスを読んでいなくては話にならないとの同級生からの心理的圧迫があり、

政治に対する姿勢を明らかにしなくてはならない時代でした。クラス委員が部屋に来て、本棚に“共産党

宣言”を置いてあるのをまず確認して（注：本当は最初の数頁を読んだだけ）、福永武彦や辻邦生の本が

置いてあるのを見て、そんな甘ったれた恋愛小説（注：彼等の作品は芸術家小説）を読んでいる時ではな

いだろうと責められた。

　私見によれば、福永武彦の“愛の試み”（新潮社）は恋愛に悩む若い人に是非読んで貰いたい本です。し

かし、恋愛小説や恋愛論を何百冊読んでも、現実の恋愛においては何の役にも立たないのも確かです（注：

現在の私が恋愛について思い悩むことはない）。方向や方法論は間違っていたかもしれないが、当時の大

学生は自分たちが世界を変える事ができると本気で思っていたのです。 “僕にとっては平野謙（注：好き

だった文芸評論家）による”政治と文学“や”芸術と実生活“の問題の方が重要だ”との反論から、三島

由紀夫をどう捉えるかとの議論で一晩過ごしたのを思い出す。

　最近では、新しい小説を読む時間も精神的余裕もなくなって、話題になった芥川賞の作品を読むことが

ある位でしょうか。病院での研修時代に、漱石好きの内科部長に、夏目漱石は“How to live”小説であり、

私にとっては“Why to live”の方が重要だと言ったが、大先輩に“先生も歳を重ねて漱石が解る時がくる

でしょう”と言われたのを思い出す。引退したら、漱石全集でも読みましょう。

（追記）最近読んで楽しかった本“百年の誤読”（岡野宏文・豊崎由美）
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OVID MEDLINE が変わりました
シリーズ　二次資料の使い方

　2005年7月よりOVID　ONLINEのデザインが全面的に変更されました。基本的な検索方法は変わりま
せんが、新しく追加された機能がありますのでご紹介します。

1．検索基本画面（Advance ・Basic Search）

2．Find Citation 画面
　巻、号、ページなどあらかじめわかっている情報を入力することにより該当の書誌が簡単に検索するこ
とができます。
　例）「Cancer」　104巻 3号　2005年、504ページから始まる文献を探す

3．Find Similar 画面
　検索結果画面でFind Similarをクリックすると該当文献に関連同類の論文が出てきます。詳細画面でも
Find Similar は表示されます。

　他に外部へのリンク付けとして Internet Resource（ 文献のインターネットへの関連情報でのリンク）
Local Holdings（ 図書館所蔵目録へのリンク）Full Text（電子ジャーナルへのリンク）があります。

情報サービス係

Advanceは通常の検索
Basicはキーワード、著者などの
簡単な検索に使うと便利です



－4－

浜松医科大学附属図書館報 ひくまの　No.49 2005. 10

平成17年度シラバス掲載図書のお知らせ
　平成17年度シラバスに掲載されている図書のうち、下記のものを新たに購入しましたので、ご利用く
ださい。

書　　　名 請求記号 授　業　名

1．医学科

Biopsychology 6th ed. WL||103||06 生物心理学

日本医療社会史の研究：古代中世の民衆生活と医療 WZ||70||85 日本医療史

視覚でとらえるフォトサイエンス生物図録 最新版 460||03 生物科学

講談社中日辞典 第2版第2刷 823||02 中国語ⅠA

中日辞典 第2版 823||03 中国語ⅠA

東方中国語辞典 823||04 中国語ⅠA

Fundamentals of human neuropsychology 5th ed WL||103.5||03 行動科学

風流 造形 物語：日本美術の構造と様態 702||97 宗教史

仏教説話画の構造と機能：此岸と彼岸のイコノロジー 721||03 宗教史

源氏物語の女性たち 913||91 日本古典文学

源氏物語を読み解く 913||03 日本古典文学

解剖学講義 改訂2版／高野廣子改訂 QS||4||01 人体構造と細胞分子系

解剖実習の手びき 11版 QS||25||04 人体構造と細胞分子系

オックスフォード生理学 QT||104||05 細胞分子系

標準生理学 第6版 QT||104||05 細胞分子系

標準微生物学 第9版 QW||4||05 微生物学

医系免疫学 改訂9版 QW||504||05 基礎免疫学

免疫学の入門 第6版 QW||504||04 基礎免疫学

手の外科の実際 改訂第6版 WE||830||85 筋骨格関節系

標準泌尿器科学 第7版 WJ||100||05 泌尿系

ベッドサイドの神経の診かた 改訂16版 WL||141||04 神経系

カプラン臨床精神医学テキスト：DSM-IV-TR診断基準の臨床への展開 第2版
WM||100||04 精神神経医学

Schwartz's principles of surgery 8th ed WO||100||05 消化系

Sabiston textbook of surgery : the biological basis of modern surgical practice 17th ed.
WO||100||04 消化系

NEW麻酔科学 改訂第3版 WO||200||01 麻酔・蘇生学

Dripps/Eckenhoff/Vandam introduction to anesthesia 9th ed WO||200||97 麻酔・蘇生学

循環器疾患最新の治療 2004－ 2005 WG||166||04 循環系

臨床生理学（臨床検査知識の整理：ガイドライン対応） QY||18||04 循環系

ベイム・グロスマン心臓カテーテル検査・造影・治療法 原書5版 WG||141.5||99 循環系
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2．看護学科

生化学 第11版（系統看護学講座：専門基礎2．人体の構造と機能：2） WY||5||05 生命科学

ニュー・カウンセリング：“からだ”にとどく新しいタイプのカウンセリング
146||83 コミニュニケーション論

現代カウンセリング事典 146||01 コミニュニケーション論

生理学：人体の構造と機能（図解ワンポイントシリーズ：2） QT||104||04 生理学

生化学 QU||4||97 代謝・栄養学

やわらかな遺伝子 467||04 人類遺伝学

精神保健福祉（系統看護学講座：別巻12） WY||5||02 人類遺伝学

精神保健看護の基本概念 第2版第4刷（系統看護学講座：専門26．精神看護学：1）
WY||5||01 精神保健

精神保健看護の展開 第2版第4刷（系統看護学講座：専門27．精神看護学：2）
WY||5||01 精神保健

精神保健学 第3版2刷（精神看護学：1） WY||160||04 精神保健

精神臨床看護学 第3版（精神看護学：2） WY||160||03 精神保健

家族論・家族関係論 第2版（系統看護学講座：別巻15） WY||5||04 家族関係論

子どもの心の臨床：心の問題の発生予防のために WS||350||92 家族関係論

アダルト・チルドレンと家族：心のなかの子どもを癒す 367||96 家族関係論

児童虐待 危機介入編 369||94 家族関係論

アダルトチャイルド物語：リカバリー日本版 367||96 家族関係論

アディクションアプローチ：もうひとつの家族援助論 WY||115||99 家族関係論

対象関係論を学ぶ：クライン派精神分析入門 WM||460||96 家族関係論

保健統計・疫学 改訂3版 WA||950||05 健康現象評価法

シンプル衛生公衆衛生学 2005 WA||100||05 環境と健康

微生物学 第10版（系統看護学講座：専門基礎6．疾病のなりたちと回復の促進：3）
WY||5||05 微生物学

わかりやすい病理学 改訂第4版 QZ||4||05 病理学

臨床検査 改訂2版（Clinical nursing guide:22） WY||150||03 臨床診断学

公衆衛生学 第3版（臨床検査技術学：3） QY||5||04 臨床診断学

生理検査学・画像検査学 第3版（臨床検査技術学：7） QY||5||03 臨床診断学

臨床検査総論 第3版（臨床検査技術学：9） QY||5||03 臨床診断学

血液検査学 第4版（臨床検査技術学：11） QY||5||03 臨床診断学

免疫検査学 第3版（臨床検査技術学：13） QY||5||03 臨床診断学

放射性同位元素検査技術学 第3版（臨床検査技術学：18） QY||5||03 臨床診断学

看護学生のための心理学 WY||87||02 臨床心理学

カウンセリング概論 146||97 臨床心理学

自己カウンセリングとアサーションのすすめ WM||55||00 臨床心理学
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カウンセリングを考える 上 WM||55||95 臨床心理学

カウンセリングを考える 下 WM||55||95 臨床心理学

子どもの心理療法：サイコダイナミクスを学ぶ WS||350||99 臨床心理学

人間援助の諸領域：そのこころ・実践・研究 WM||55||00 臨床心理学

看護にいかす交流分析：自分を知り、自分を変えるために WY||87||83 臨床心理学

看護カウンセリング 第2版 WY||87||03 臨床心理学

セラピストとクライエント：フロイト、ロジャーズ、ギル、コフートの統合
146||00 臨床心理学

コメディカルのための薬理学 QV||4||05 臨床薬理学

健康学習とその展開：保健婦活動における住民の学習への援助 WA||590||90 健康教育

シミュレーション・体験学習（わかる授業をつくる看護教育技法：3） WY||18||00 健康教育

日野原重明医学概論 W||61||03 医療と科学

基礎看護技術 第6版 1 WY||150||05 基礎看護技術論

基礎看護技術 第6版 2 WY||150||05 基礎看護技術論

看護技術の基本 第3版（基礎看護学．考える基礎看護技術：1） WY||100||05 基礎看護技術論

看護技術の実際 第3版（基礎看護学．考える基礎看護技術：2） WY||100||05 基礎看護技術論

唾液は語る：新装版 QY||125||04 生活行動援助論

現代倫理学入門 150||97 看護倫理

人間の学としての倫理学 第44刷改版 150||71 看護倫理

医療倫理の拠りどころ：Love your neigh［b］or as yourself W||50||01 看護倫理

母性看護学概論 第10版（系統看護学講座:専門24．母性看護学：1） WY||5||04 母性性の発達

プライマル・ヘルス：健康の起源：お産にかかわるすべての人へ WQ||150||95 母性性の発達

子供をもつと夫婦に何が起こるか 367||95 母性性の発達

不妊治療ガイダンス 第3版 WP||570||03 母性性の発達

不妊カウンセリングマニュアル WP||570||01 母性性の発達

医療の倫理ジレンマ：解決への手引き：患者の心を理解するために W||50||03 母性性の発達

DVと虐待：「家族の暴力」に援助者ができること 367||02 母性性の発達

母性看護学各論 第10版（系統看護学講座：専門25．母性看護学：2） WY||5||04 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活

周産期エキスパートナーシング 改訂第2版 WY||157.3||03 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活

いいお産がしたい WQ||150||95 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活

出産前後の環境：からだ・文化・近代医療（講座人間と環境：5） WQ||100||99 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活

シーラおばさんの妊娠と出産の本 WQ||150||94 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活

マタニティアセスメントガイド 改訂新版 WY||157||03 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活

マタニティ診断ガイドブック WQ||160||04 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活

WHO勧告にみる望ましい周産期ケアとその根拠 WQ||200||02 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活

妊娠・出産ケアガイド：安全で有効な産科管理 WQ||175||99 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活
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母乳育児の看護学：考え方とケアの実際 WY||157.3||03 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活

シアーズ博士夫妻のベビーブック WS||120||00 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活

NEWエッセンシャル産科学・婦人科学 第3版 WP||100||04 妊婦褥婦・新生児の生理的変化と生活

看護のための人間発達学 第3版 QT||104||05 小児の成長発達と生活

周手術期看護 第3版（成人看護学：B．急性期にある患者の看護：2） WY||154||05 急性期健康問題と看護

リハビリテーション看護 第5版（系統看護学講座：別巻3） WY||5||04 回復期健康問題と看護

慢性疾患患者の看護 第3版（成人看護学：C） WY||150||05 慢性期健康問題と看護

急性期・クリティカルケア 第3版（成人看護学：B．急性期にある患者の看護：1）
WY||154||05 慢性期健康問題と看護

フィジカルアセスメント完全ガイド WB||141||01 成人看護学演習

老年看護学 第6版（系統看護学講座：専門20） WY||5||05 老年期の理解と看護

80歳の世界：ぼくの老人体験レポート 367||02 老年期の理解と看護

高齢者の孤独と豊かさ 367||00 老年期の理解と看護

老いの復権：老いの姿からみた日本人 WT||120||01 老年期の理解と看護

私は誰になっていくの？：アルツハイマー病者からみた世界 WT||155||03 老年期の生活と看護

私は私になっていく：痴呆とダンスを WT||155||04 老年期の生活と看護

図解・症状からみる老いと病気とからだ WT||100||02 老年期の健康障害と看護

ニュー・カウンセリング：“からだ"にとどく新しいタイプのカウンセリング ［第5刷］
146||83 精神看護の変遷と医療システム

地域看護学概論（標準保健師講座：1） WY||106||04 公衆衛生看護活動

地域看護技術（標準保健師講座：2） WY||106||05 公衆衛生看護活動

対象別地域看護活動（標準保健師講座：3） WY||106||05 公衆衛生看護活動

産業保健指導論 第3版増補版（公衆衛生看護学大系：6） WY||108||05 産業看護活動

日本型疾病管理モデルの実践 WA||525||04 産業看護活動

Occupational and environmental health nursing : concepts and practice 2nd ed WY||141||03 産業看護活動

学校保健マニュアル 改訂6版 WA||350||04 学校看護活動

養護概説 3訂 374||05 学校看護活動

学校保健ハンドブック 第4次改訂版 WA||350||04 学校看護活動

「シナリオ」形式による保健の授業 WA||350||00 学校看護活動

在宅看護論：実践をことばに 第3版3刷 WY||115||04 在宅看護

在宅看護論 第4版 WY||115||04 在宅看護

家族看護学を基盤とした在宅看護論 1：概論編 WY||200||01 在宅看護

高齢社会に求められるケアマネジメントサービス 369||03 在宅看護

在宅療養支援のための医療処置管理看護プロトコール WY||115||00 在宅看護

医療処置を必要とする人の在宅ケア（「シリーズ」最新在宅看護技術：1） WY||115||01 在宅看護

在宅看護・介護のための難病ガイド WY||115||02 在宅看護

慢性疾患患者のQOLと看護ケア：病院ケアから在宅ケアへ WY||152||00 在宅看護
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日常生活に援助を必要とする人の在宅ケア（「シリーズ」最新在宅看護技術：2）
WY||115||00 在宅看護

訪問看護のための在宅リハビリテーションガイドブック WY||115||00 在宅看護

脳疾患編（看護＆介護ブックス．在宅看護・介護プラン症例研究：介護保険
　　　　　「ケアプラン」作成に役立つ必須データ：Part.1） WY||115||00 在宅看護

看護学生のための在宅看護論 WY||115||00 在宅看護

微生物学 第10版（系統看護学講座：専門基礎6．疾病のなりたちと回復の促進：3）
WY||5||05 感染看護

これからの看護研究：基礎と応用 WY||20.5||00 看護研究

質的研究の基礎：グラウンデッド・セオリー開発の技法と手順 2版 WY||20.5||04 看護研究

関係法規：社会保障制度と生活者の健康 第14版（標準看護学講座：10） WY||5||05 社会福祉論

保健医療福祉行政論（標準保健師講座：別巻1） WY||106||05 医療行政論

EBMのための臨床疫学 WA||105||03 医療行政論

EBM FAQで学ぶ理論と実際 WB||102||03 医療行政論

医療の経済評価 W||74||99 医療行政論

診療報酬（介護報酬）：その仕組みと看護の評価 第6版 W||80||04 医療行政論

医療の経済評価 W||74||99 医療行政論

看護六法 平成17年版 WY||32||05 母性看護特性論Ⅱ

POSにもとづく周産期Basic看護計画 改訂2版 WY||157.3||04 母性看護技術論Ⅱ

薬事衛生六法 2005年版 QV||32||05 母子看護管理

看護管理概説（看護管理学習テキスト：1） WY||105||03 看護管理学

看護組織論（看護管理学習テキスト：2） WY||105||04 看護管理学

看護マネジメント論（看護管理学習テキスト：3） WY||105||04 看護管理学

看護における人的資源活用論（看護管理学習テキスト：4） WY||105||04 看護管理学

看護情報管理論（看護管理学習テキスト：5） WY||105||04 看護管理学

看護経営・経済論（看護管理学習テキスト：6） WY||105||04 看護管理学

看護制度・政策論（看護管理学習テキスト：7） WY||105||04 看護管理学

看護管理学研究（看護管理学習テキスト：8） WY||105||04 看護管理学

看護理論家とその業績 第3版 WY||86||04 看護システム論

家族看護学：理論・実践・研究 WY||200||01 看護システム論
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平成16年度閲覧統計
1．蔵書統計

2．閲覧統計

図　　書 雑　　誌
蔵書冊数 受入冊数 所蔵種類数 受入種類数

和　書 55,905 2,648 和雑誌 1,478 546
洋　書 66,726 2,389 洋雑誌 2,083 453
計 122,631 5,037 計 3,561 999

開館日数 入館者数 特別利用者数
324 159,112 34,519

貸出人数 貸　出　冊　数
図　　書 雑　　誌 視聴覚資料

学　　生 3,881 6,058 691 943
院　　生 322 446 236 1
職　　員 858 789 1,062 22
学 外 者 14 18 0 0
そ の 他 255 317 64 1
計 5,330 7,628 2,053 118

文献複写件数
依　　頼 受　　付 計

4,440 7,754 12,194

☆医中誌Web版がバージョンアップされます
　この秋医中誌Web版がバージョンアップされます。主な変更点は次のとおりです。
　文献検索結果画面で新しい機能が加わります。
　　①国内雑誌やPubMedなどフルテキストへのリンク
　　②OPAC（蔵書検索）へのリンク
　　③医中誌Web検索結果に所蔵を示すアイコンの表示
　　④印刷やダウンロード等、出力に関する機能をアイコンで表示
　　⑤クリップボードの新設など
　電子ジャーナルやOPACなどリンク先への事前の登録作業が必要ですが、より検索しやすくなっていま
す。

☆閲覧室一階カーペットの張り替え
　夏休み期間に一階のカーペットの張り替え工事を行いました。落ち着いたベージュから明るいさわやか
なブルーの色調に変わり、閲覧室がより学習しやすい雰囲気になりました。

第19回静岡県医療機関図書室連絡会定例会・研修会を開催
　第19回静岡県医療機関図書室連絡会定例会・研修会が6月7日本学で開催され、27機関33名が出席し
ました。研修会では「患者になって感じること　患者図書室を利用して」と題して「患者図書室」をテー
マにご自身の入院体験もとに患者図書室を利用する意義、必要性などを元伊東市立伊東図書館司書の山木
ルリ子さんにお話していただきました。
　ユサコ㈱の講演においては、電子ジャーナルの動きと新しいEMB関連データベースの状況を説明して
いただき最近の動向を知ることができました。
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平成12年度～平成16年度利用統計

人　事　異　動
　平成17年 4月 1日付 転任　情報サービス係長　茎田美保子　（静岡大学附属図書館浜松分館へ）

転入　情報サービス係　　前田　勝典　（豊橋技術科学大学附属図書館から）

浜松医科大学附属図書館報「ひくまの」No.49　　　2005年 10月 31日発行
編集委員：図書館報編集委員会
発行：浜松医科大学附属図書館 〒431－ 3192 浜松市半田山一丁目20番1号 Tel. 053－435－2171 Fax. 053－ 435－ 5140

1．入 館 者 数 2．貸 出 冊 数

3．文献複写件数

　入館者数は若干減少していますが、反対
に貸出し数は増加しています。
　授業形態が変わり購入したチュートリア
ル用図書または看護系図書の貸出しが多く
なったためと思われます。
　文献複写については、電子ジャーナルの
普及により依頼、受付とも減少しています。
内容については看護系の文献複写が多く
なっているようです。
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